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市政に届け！私たち市民の思い！

市民×議員 42人の化学反応!!市民×議員 42人の化学反応!!

令和７年１１月８日 第１４回 議会報告会・意見交換会

地域と学校の接点

をもっとつくる 

総務文教常任委員会
テーマ『地域教育で郷土愛を育もう』

民生常任委員会
テーマ『米沢×こども＝しあわせな未来』

産業建設常任委員会
テーマ『幅広い世代の雇用を実現するための企業誘致とは』

小学校で、地元の
良さを知る授業を
したほうが良い

大人が楽しむことを
始めることで、子ども
たちも楽しめるように
なる

“教育×移住”支援
地域での、人と人の
つながりを支援
Iターン・Uターン支援 

・若い世代に魅力を
　提言できる企業誘致
・女性が働きやすく
　活躍できる企業誘致

“大学との連携”
大学とコラボできる
企業の誘致

託児所など、子育て
世代が安心して働け
る環境を備える企業

“コミュニティー向上“ 
市民参加型のお祭り
をつくる！
お祭り好きを増やす 

“出逢える場所”
若者主催のイベント
出会いの機会づくり 

①　市議会議長挨拶
　　本会議場からスタート！

②　議会広報広聴委員長から
　　スケジュールの説明

③　各常任委員会委員長
　　から今回のテーマ説明

⑦　最後に各常任委員会
　　委員長からの講評

⑤　活発な意見交換を行い
　　発表にまとめます

④　グループに分かれて
　　意見交換会をスタート！

参加された皆様の感想を一部ご紹介します！ 「今回議場での発表、テンションが上がりました。
　終わった後の見学ツアーも良かったです！！」

素晴らしい
　　発表でした！

ご参加いただきました皆様
ありがとうございました！！ 

開
　会

特
集

⑥　本会議場に戻って
　　全６グループの発表！　

「議会に提案できる議員の方に直接意見ができる貴重な場で
あると改めて思いました。」

「今日は私の思いも伝えることができて、皆さんのお話も聞けて
楽しかったです。」　

「友人との間では感じられない価値観に触れることができた。」
「発表時間が短く、説明し切れなかったのが残念。」

「今後の活動に活きることを楽しみにしている。」
「自分と歳の離れた人がどう考えているのかわかって良かった。」
「有意義な時間でした。」
「テーマがしっかりと準備されており、大変勉強になりました。」
「地元で生まれ、地元で働くことが出来るように郷土を大切にする

思いを教育できることが、これから必要なことだと感じました。」
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12月定例会の日程と概要

月　日 内　容

12/4（木） 本会議（議案上程）

12/8（月）
　～12/10（水）

本会議（一般質問）

12/11（木）
本会議（一般質問、
追加議案上程）

12/12（金） 総務文教常任委員会

12/15（月） 民生常任委員会

12/16（火） 産業建設常任委員会

12/17（水） 予算特別委員会

12/19（金） 議会運営委員会

12/23（火） 本会議（議案採決）

令和７年12月定例会
　　　12月４日～23日

会期20日間
　議案33件を原案どおり可決し、請願２件
を採択、議員発議２件を可決し、閉会しま
した。

請　　願

意 見 書

詳細はこちらから

詳細はこちらから

　♦安全・安心な医療・介護提供体制を守るため、全てのケア労働者の処遇改善につなげる
　　報酬10％以上の引上げを求める意見書提出方請願（請願第２号）
　　山形県医療労働組合連合会　執行委員長　　鶴巻　学 氏

　♦安全・安心な医療・介護提供体制を守るため、全てのケア労働者の処遇改善につなげる
　　報酬10％以上の引上げを求める意見書の提出について（発議第３号）
　　内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣あて

　♦2027年度介護保険制度改正に向けた意見書提出方請願（請願第３号）

　　生活クラブやまがた生活協同組合　代表理事　　早川　亘 氏

　♦2027年度介護保険制度改正に向けた意見書の提出について（発議第４号）
　　内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣あて

付託先等 議案番号 件    名 結果 掲載ページ

総
務
文
教
常
任
委
員
会

議第85号 米沢市市民文化会館の指定管理者の指定について 可決

議第86号 市立米沢図書館等の指定管理者の指定について 可決

議第87号 米沢市座の文化伝承館の指定管理者の指定について 可決

議第88号 米沢市営陸上競技場等の指定管理者の指定について 可決

議第89号 米沢市営野球場等の指定管理者の指定について 可決

議第90号 特定事業（米沢市学校給食共同調理場整備運営事業）事業契約の一部変更について 可決

議第91号 米沢市立南成中学校新設建築工事請負契約の一部変更について 可決 6

議第92号 米沢市立南成中学校新設電気設備工事請負契約の一部変更について 可決

議第93号 米沢市立南成中学校新設機械設備工事請負契約の一部変更について 可決

議第94号 米沢市まちづくり総合計画基本構想及び前期基本計画の策定について 可決

議第95号 米沢市教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例の設定について 可決 6

議第96号 米沢市職員定数条例及び米沢市長の内部組織の設置及び分掌事務に関する条例の一部改正について 可決

議第97号 米沢市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 可決

議第98号 米沢市コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例の一部改正について 可決

議第99号 米沢市旧学校利用施設条例の一部改正について 可決

議第111号 米沢市特別職の職員の給与に関する条例及び米沢市病院事業の管理者の給与等に関する条例の
一部改正について 可決

議第112号 米沢市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について 可決

民
生
常
任
委
員
会

議第100号 米沢市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正
について 可決

議第101号 米沢市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 可決

議第102号 米沢市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 可決

議第103号 米沢市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の設定について 可決 7

請願第2号 安全・安心な医療・介護提供体制を守るため、全てのケア労働者の処遇改善につなげる報酬10％
以上の引上げを求める意見書提出方請願 採択 7

請願第3号 2027年度介護保険制度改正に向けた意見書提出方請願 採択
産
業
建
設
常
任
委
員
会

議第104号 松が岬おまつり広場の指定管理者の指定について 可決

議第105号 米沢市営と畜場及び米沢市営食肉市場の指定管理者の指定について 可決

議第106号 米沢市大森山森林公園の指定管理者の指定について 可決 8

予
算
特
別
委
員
会

議第107号 令和７年度米沢市一般会計補正予算（第６号） 可決 9

議第108号 令和７年度米沢市介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２号） 可決

議第109号 令和７年度米沢市と畜場及び食肉市場費特別会計補正予算（第１号） 可決

議第110号 令和７年度米沢市物品調達費特別会計補正予算（第１号） 可決

議第113号 令和７年度米沢市一般会計補正予算（第７号） 可決 9

議第114号 令和７年度米沢市国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第３号） 可決

議第115号 令和７年度米沢市後期高齢者医療費特別会計補正予算（第２号） 可決

議第116号 令和７年度米沢市介護保険事業勘定特別会計補正予算（第３号） 可決

議第117号 令和７年度米沢市下水道事業会計補正予算（第２号） 可決

そ
の
他

発議第3号 安全・安心な医療・介護提供体制を守るため、全てのケア労働者の処遇改善につなげる報酬10％
以上の引上げを求める意見書の提出について 可決

発議第4号 2027年度介護保険制度改正に向けた意見書の提出について 可決

12月定例会で審議された議案

採択

可決
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　教育委員会が所管する文化及びスポーツ分野の事務を市長事務部局へ移管し、これらの分野と親
和性の高い観光分野と統合して一元的に業務を推進していくため、市長が管理し、及び執行する教
育に関する事務を定めるとともに、関係条例について所要の改正を行い規定の整備を図ろうとする
ものです。

　医療・介護分野の賃金が他産業よりも低く、新たな人材確保が困難な上、既存の職員をつなぎと
めることができず、地域への医療・介護提供体制の維持に支障を来すほど人手不足が進んでいます。
また、国が決める公定価格で運営している医療機関や介護施設は、物品や光熱費の値上げを価格転
嫁できず、倒産・閉鎖が危惧される状況です。このことから、国に対し、2026年度の診療報酬改
定と期中での介護報酬・障害サービス等報酬の改定を実施し、それぞれ10％以上の引上げを行う
ことなどを求めるものです。

　米沢市立南成中学校の新設建築工事について、労務単価、建設資材価格の上昇及び仕様の見直し
に伴い、契約金額を5819万円増額するとともに、昨冬の大雪に伴い工期を延長する必要があるこ
とから、工事の完成日を令和８年３月10日から令和８年３月20日に延長し、契約を変更しようと
するものです。

　児童福祉法の一部改正に伴い、乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）の設備及び運営に
関する基準を定めようとするものです。

問 ３月20日まで工期を延長
した場合、令和８年４月
の開校に影響はないか。

問 市立保育園での実施を想定しているとのことだが、利用
可能な人数はどれくらいか。

問 受入れ施設や利用する家庭の所得によって異なる利用料金を
設定するなどの検討はしているか。

問 事務の移管後、教育委員会と市長部局と
の情報共有や調整はどのように行ってい
くのか。

問 他産業との賃金格差は、報酬の改定がな
ければ、それぞれの組織の努力では解決
できない問題であるとの認識でよいか、
参考人に伺う。

問 今冬の雪の影響も考慮
した上で計画的に進捗
を管理する必要がある
と思うがどうか。

問 県内で教育委員会から市長部局に事務を
移管している自治体の状況や移管による
効果はどうなっているか。

答 昨冬の大雪により除排
雪作業に時間を要した
ことで全体的な工事の
進捗に遅れが生じまし
たが、物品の搬入等を
前倒しできるように調
整しており、令和８年
４月に問題なく開校で
きるよう今後も努力し
ていきたいと考えてい
ます。

答 令和８年度は緑ケ丘保育園１園での実施を想定しており、
余裕活用型という定員の空きを活用する事業のため、利用
可能な人数については今後検討していきます。

答 国では、令和７年度は１時間当たり300円を標準に施設が
任意に設定できるとしていますが、令和８年度以降につい
ては現時点で示されていません。

答 総合教育会議などで意見交換し、連携を
図っていくことを想定しているほか、文
化財保護審議会などの外部の委員が出席
する会議にお互いの職員が出席するな
ど、様々な機会を適切に組み合わせなが
ら深く連携を図っていく必要があると考
えています。

答 物価が前年比３～４％上昇する中で、診
療報酬は２年に１回の改定で、上がって
も１％未満であり、診療報酬を抜本的に
上げなければ、医療機関や介護事業所の
経営ができないと考えています。

答 今後は外構工事が主
になりますが、昨冬
のような大雪の場合
はこまめに除排雪を
行いながら、令和８
年４月の開校に支障
がないように進めて
いきたいと考えてい
ます。

答 山形県、それから山形市、酒田市、天童市、
長井市の４市が教育委員会から知事部局
あるいは市長部局に事務を移管していま
す。県内の４市に調査したところ、移管
のメリットとしては、関係する部署との
連携が向上した、意思決定が簡素化され
た、地域の活性化につながったなど、数
多くの項目が挙げられた一方、デメリッ
トとしては、教育部門との連携が図りに
くくなったとの意見がありました。

工期延長利用可能な人数

利用料金の検討

情報共有や調整

診療報酬改定

進捗管理

移管による効果

▲建設工事中の南成中学校

米沢市教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例の設定について安全・安心な医療・介護提供体制を守るため、全てのケア労働者の処遇
改善につなげる報酬10％以上の引上げを求める意見書提出方請願

米沢市立南成中学校新設建築工事請負契約の一部変更について米沢市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の
設定について
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付託案件　議案 4件 請願 2件 付託案件 議案 17件総務文教常任委員会民生常任委員会
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令
和
７
年
度
米
沢
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

【
保
健
衛
生
総
務
事
業
費
】

『
重
粒
子
線
が
ん
治
療
費
助
成
金
等
に

つ
い
て
』

問
民
間
の
先
進
医
療
特
約
保
険
等
に

加
入
し
て
い
な
い
場
合
、
助
成
金

を
除
い
た
金
額
は
、
全
額
自
己
負
担
と

な
る
の
か
。

　
ま
た
、
利
子
補
給
制
度
が
あ
り
、
県

内
３
つ
の
金
融
機
関
が
対
象
と
な
っ
て

い
る
が
、
ほ
か
の
金
融
機
関
で
は
制
度

を
利
用
で
き
な
い
の
か
。

答
先
進
医
療
特
約
保
険
等
に
加
入
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は
、
助
成
金
以

外
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
利
子
補
給
制
度
は
、
県
の
制

度
と
し
て
決
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
本
市
で
は
助
成
制
度
と
利
子

補
給
制
度
の
併
用
が
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。

『
診
療
所
開
設
支
援
補
助
金
に
つ
い
て
』

問
本
市
は
重
点
医
師
偏
在
対
策
支
援
区

域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
県
の
支
援

制
度
も
活
用
で
き
る
。
市
の
制
度
と
と
も

に
県
の
制
度
も
併
せ
て
Ｐ
Ｒ
し
、
現
在
の

情
報
発
信
の
内
容
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

答
現
在
の
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

本
市
の
補
助
制
度
に
特
化
し
た
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
リ
ン
ク
で
き
る
よ
う
に
す
る

な
ど
、
今
後
変
更
等
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

【
災
害
対
策
事
業
費
】

『
山
形
県
衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
第
３
世
代

化
工
事
費
負
担
金
に
つ
い
て
』

問
当
初
予
算
で
は
、
負
担
割
合
は
県
と

市
で
２
分
の
１
ず
つ
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
が
、
今
回
の
物
価
高
騰
等
で
の
補

正
に
お
い
て
負
担
割
合
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答
本
事
業
は
、
県
の
事
業
で
あ
り
、
費

用
に
つ
い
て
は
県
と
市
で
２
分
の
１

ず
つ
支
出
す
る
と
い
う
内
容
で
県
と
協
定

書
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
負
担
割
合
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　米沢市大森山森林公園の鳥獣被害などの安全点検、清掃、除草、芝草刈り、下刈り、雪囲い、雪
下ろし、除雪、補修、施設警備などの管理を行わせる指定管理者について、令和８年度から５年間
指定しようとするものです。

問 熊が出没するような危険な状態の中で、
今後５年間どのように公園を管理してい
くのか。

問 森林公園のよさを生かした公園である
が、熊や猿などの野生鳥獣が出没し、利
用者が少ない中で、今後の公園の在り方
をどのように考えているか。

問 公園で使える遊具は限定的で壊れたまま
になっていると聞くがどうか。

問 安心して森林と親しめる公園にするに
は、大規模な柵などが必要ではないか。

答 熊や猿などの出没に関しては、指定管理
業務の中で公園の巡回を行っていただい
ています。また、目撃情報があった場合
は、指定管理者が駆けつけ、熊の警戒に
当たっていただいており、猿について
は、追い払いにも協力いただいています。

答 来年度以降、市の森林そのものを考える
森林長期ビジョンを策定する予定であ
り、その中で公園を含む関連施設の在り
方や今後の方向性なども検討していきた
いと考えています。

答 現時点で遊具の修繕は完了しており、全
て使える状況にあります。また、雪害に
より年に１つか２つほど修繕を要する状
況になり、長尺な木材など特殊な部材を
使う場合に、その手配が滞ることもあり
ますが、遊具については、速やかに修繕
を進めていく考えです。

答 電気柵や物理的な防護柵の設置を検討し
たものの、豪雪地帯の本市で、２ヘクター
ル以上の広大な敷地を柵で囲うのは難し
いと考えています。安全に利用していた
だくことが大切であり、監視体制の強化
など、すぐにできることを現在検討して
います。

熊や猿の出没

公園の在り方

遊具修繕

柵の設置

令
和
７
年
度
米
沢
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）

【
観
光
客
誘
致
事
業
費
】

『
よ
ね
ざ
わ
戦
国
花
火
大
会
に
つ
い
て
』

問
よ
ね
ざ
わ
戦
国
花
火
大
会
へ
の
補

正
は
、
赤
字
補
填
と
い
う
表
現
が

一
部
報
道
で
あ
っ
た
が
、
本
市
の
認
識

は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
今
回
の
花
火
大
会
を
ど
の
よ

う
な
思
い
で
や
っ
て
き
た
の
か
。

答
花
火
大
会
当
日
の
雨
の
影
響
等
で

か
か
り
増
し
し
た
分
を
花
火
大
会

へ
の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
に

補
填
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
戦
国
花
火
大
会
は
、
青

年
経
済
３
団
体
の
皆
様
が
大
変
な
努
力

を
重
ね
て
開
催
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

大
会
で
あ
り
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
本
市
も
一
緒
に
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲よねざわ戦国花火大会 ▲子どもたちがのびのび遊べる大森山森林公園

▲診療所開設支援補助金活用の第１号となった ほさか窪田クリニック

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

付
託
案
件

付
託
案
件
99
件件

12
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
予
算
特
別
委
員
会
か
ら
質
疑
の
主
な
も
の
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

米沢市大森山森林公園の指定管理者の指定について特
集

議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会

12
月
定
例
会
議
案
等

議
案
総
括

委
員
会
報
告（
総
文
）

委
員
会
報
告（
民
生
）

一
般
質
問
・
議
会
報
研
修
会

視
察
報
告

委
員
会
報
告（
産
建
）

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

付託案件 議案 ３件産業建設常任委員会
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Q R
コード

会
派
名

氏　

名
答
弁
要
約

一
般
質
問
日に
ほ
ん
き
ょ
う
さ
ん
と
う
し
ぎ
だ
ん

本
共
産
党
市
議
団

高た
か
は
し橋

　
ひ
さ
し

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来

の
電
力
導
入
の
促
進
を

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
で
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
電
力

に
切
り
替
え
て
い
き
ま
す
。

一
般
質
問

至し
せ
い
か
い

誠
会

堤つ
つ
み　

　
　
郁い

く
　
雄お

本
市
の
人
口
減
少
対
策
は
効

果
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か

子
育
て
支
援
の
み
な
ら
ず
、
結
婚

支
援
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

一
般
質
問

一い
っ
し
ん
か
い

新
会

佐さ

　
野の

　
洋よ

う
　
平へ

い

米
沢
は
好
循
環
し
て
い
る
か

知
恵
を
絞
り
様
々
な
取
組
を
前
に

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

🆀
一
般
質
問
と
は
？
　

🅰
各
議
員
個
人
が
市
長
や
教
育

長
等
に
対
し
て
行
い
ま
す
。
市

政
に
関
す
る
事
務
の
執
行
状
況

や
政
策
方
針
に
つ
い
て
の
質

問
、
意
見
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
行

の
政
策
変
更
や
新
規
の
政
策
が

採
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
各
議
員
の
顔
写
真
の
下
に
、

質
問
の
タ
イ
ト
ル
と
そ
れ
に
対

す
る
答
弁
の
要
約
を
記
載
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

よ
り
各
議
員
の
一
般
質
問
を
ご

視
聴
い
た
だ
け
ま
す
。

※正副議長及び監査委員は、一般質問を行いません。
※原稿は質問した議員が各自作成しています。

質問項目欄の表示については、以下のとおりです。
暮らし…暮　まちづくり…ま　福祉…福　経済…経　教育…教　子育て…子　医療…医　スポーツ…ス　その他…他

議
員
名

質
問
内
容

質
問
項
目

掲
　
載

ペ
ー
ジ

一　般　質　問
高
橋 

ひ
さ
し
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
電
力
導
入
の
促
進
を

外
１
件
暮
ま
福
経
教
子
医
ス
他
11

堤　
　
郁
雄
本
市
の
人
口
減
少
対
策
は
効
果
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か

外
2
件
暮
ま
福
経
教
子
医
ス
他

11

佐
野　
洋
平
米
沢
は
好
循
環
し
て
い
る
か

暮
ま
福
経
教
子
医
ス
他
11

た
か
は
し 

ち
な
つ

熊
出
没
の
長
期
化
を
見
据
え
市
民
を
守
る
対
策
へ
！

外
１
件
暮
ま
福
経
教
子
医
ス
他
12

山
村　

明
自
動
運
転
バ
ス
の
導
入
を

外
１
件
暮
ま
福
経
教
子
医
ス
他

12

関
谷　
幸
子
温
泉
の
力
で
健
康
で
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
ま
ち
づ
く
り
を

暮
ま
福
経
教
子
医
ス
他

12

木
村　
芳
浩
米
沢
駅
周
辺
の
整
備
計
画
の
目
途
は

外
2
件
暮
ま
福
経
教
子
医
ス
他
13

相
田　
克
平
観
光
振
興
策
強
化
と
再
エ
ネ
政
策
の
対
応
強
化
を
急
げ

外
１
件
暮
ま
福
経
教
子
医
ス
他
13

植
松　
美
穂
米
沢
の
未
来
。
子
ど
も
や
若
者
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

外
1
件
暮
ま
福
経
教
子
医
ス
他
13

遠
藤　
隆
一
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
条
例
制
定
の
必
要
性
と
方
向
性
を

問
う

外
１
件
暮
ま
福
経
教
子
医
ス
他
14

髙
橋　
英
夫
ま
ち
な
か
定
額
タ
ク
シ
ー
、
成
果
と
課
題
は
何
か

外
３
件
暮
ま
福
経
教
子
医
ス
他
14

成
沢 

か
ず
ね
稼
げ
る
自
治
体
に
向
け
た
方
策
を
見
い
だ
す
べ
き

外
1
件
暮
ま
福
経
教
子
医
ス
他

14

鳥
海　
隆
太
米
沢
の
誇
り
、
上
杉
の
歴
史
と
文
化
を
大
切
に

外
1
件
暮
ま
福
経
教
子
医
ス
他
15

影
澤　
政
夫
不
登
校
支
援
拠
点
を
整
備
し
、
相
談
で
き
る
環
境
整
備
を

外
2
件
暮
ま
福
経
教
子
医
ス
他
15

我
妻　
德
雄
若
者
に
選
ば
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

外
1
件
暮
ま
福
経
教
子
医
ス
他

15

太
田 

か
つ
の
り

米
沢
市
立
病
院
の
経
営
状
況
と
今
後
の
見
通
し
は

外
2
件
暮
ま
福
経
教
子
医
ス
他

16

山
田 

富
佐
子
「
お
し
ょ
う
し
な
終
活
情
報
登
録
制
度
」
の
早
期
導
入
を

外
１
件
暮
ま
福
経
教
子
医
ス
他
16

タ
イ
ト
ル

問
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
の
進
捗
管
理

を
行
う
カ
ー
ボ
ン
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
推
進
委
員
会
が

開
催
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、今
後
ど
う
す
る
の
か
。

答
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
の
事
務
事
業

編
と
区
域
施
策
編
の
一
本

化
と
計
画
内
容
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。
進
捗

管
理
方
法
に
つ
い
て
は
、

毎
年
度
の
進
捗
状
況
等
を

各
課
か
ら
報
告
し
て
も
ら

い
、
全
庁
的
に
共
有
し
、

必
要
な
働
き
か
け
、
改
善

を
加
え
な
が
ら
、
進
捗
管

理
を
行
う
も
の
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
環
境

審
議
会
へ
の
報
告
や
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
表

も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
公
共
施
設
の
再
生
可

能
エ
ネ
ネ
ル
ギ
ー
由

来
の
電
力
へ
の
切
替
え
の

進
捗
状
況
は
。

答
お
き
た
ま
新
電
力
か

ら
再
エ
ネ
由
来
の
電

気
を
調
達
し
て
い
る
公
共

施
設
は
、
現
在
１
０
４
施

設
中
18
施
設
と
な
っ
て
い

ま
す
。
脱
炭
素
先
行
地
域

内
の
公
共
施
設
23
施
設
に

つ
い
て
は
、
お
き
た
ま
新

電
力
の
電
力
プ
ラ
ン
へ
の

早
期
切
替
え
を
行
う
よ
う

各
課
に
通
知
を
出
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

問
再
エ
ネ
電
力
へ
の
切

替
え
で
電
気
料
金
は

ど
う
変
わ
っ
た
の
か
。

答
再
エ
ネ
電
気
を
既
に

調
達
し
て
い
る
米
沢

市
食
肉
セ
ン
タ
ー
で
は
令

和
７
年
４
月
か
ら
切
り
替

え
て
お
り
、
10
月
ま
で
の

７
か
月
間
で
約
２
６
０
万

円
、
率
に
し
て
６
・
１
％

の
減
少
に
な
っ
た
と
試
算

し
て
い
ま
す
。

問
本
市
の
人
口
は
、
毎

年
約
千
人
減
少
し
て

お
り
、
学
園
都
市
米
沢
を

標
榜
す
る
本
市
は
、
将
来

学
生
し
か
い
な
い
ま
ち
に

な
っ
て
し
ま
う
。
人
口
減

少
の
原
因
は
何
か
。
ど
の
よ

う
に
対
策
し
て
い
く
の
か
。

答

人
口
減
少
の
原
因

は
、
若
年
層
の
市
外

流
出
、
未
婚
化
・
晩
婚
化
の

進
行
、
出
生
数
の
減
少
で

す
。
総
合
的
に
注
力
す
べ
き

課
題
で
あ
り
、
子
育
て
・

教
育
支
援
、
所
得
向
上
、

暮
ら
し
や
す
い
米
沢
を
柱

に
重
点
的
に
取
組
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

問
出
生
率
は
減
少
し
て

い
る
が
、
結
婚
し
た

夫
婦
は
平
均
２
人
の
子
ど

も
を
育
て
て
い
る
。
結
婚

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の

た
め
に
補
助
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
今
年
度
か
ら
開
設
し

た
「
よ
ね
ざ
わ
結
婚

支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
の
婚

活
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
支
援

等
や
、
結
婚
新
生
活
支
援

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
就
労
継
続
支
援
Ａ
型

事
業
所
利
用
者
は
自

力
通
所
が
原
則
で
、
特
に

冬
季
の
移
動
は
困
難
で
あ

る
。
就
職
時
も
通
勤
に
は

免
許
証
所
持
は
必
須
と
な

る
。
労
働
人
口
を
増
や
す

た
め
に
も
免
許
証
取
得
支

援
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答
免
許
証
は
就
労
の
幅

を
広
げ
、
生
活
の
質

の
向
上
に
つ
な
が
る
重
要

な
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
様
々
な
先
進
事
例
を

調
査
し
、
制
度
化
の
可
能

性
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問
米
沢
は
好
循
環
し
て

い
る
か
。

答
知
恵
を
絞
り
様
々
な

取
組
を
前
に
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

好
循
環
の
指
標
は
。

答
米
沢
市
ま
ち
づ
く
り

総
合
計
画
の
重
要
目

標
達
成
指
標
で
あ
る
、
将

来
人
口
と
地
域
幸
福
度
の

２
つ
で
す
。

問
好
循
環
の
た
め
の
商

業
環
境
形
成
は
。

答
市
民
の
皆
様
が
地
元

の
お
店
で
積
極
的
に

購
入
し
、
地
域
経
済
の
担

い
手
と
な
る
循
環
型
の
構

築
が
重
要
で
す
。
地
域
循

環
型
経
済
に
よ
る
商
業
環

境
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

問
好
循
環
の
た
め
の
工

業
環
境
形
成
は
。

答
産
学
官
連
携
に
よ
る

先
端
技
術
の
活
用
促

進
と
波
及
効
果
が
高
い
成

長
産
業
の
立
地
の
促
進
を

両
輪
と
し
、
地
元
企
業
の

省
力
化
や
省
人
化
を
図
る

設
備
投
資
の
後
押
し
を
行

う
こ
と
で
、
本
市
の
も
の

づ
く
り
産
業
の
高
付
加
価

値
化
を
促
進
し
ま
す
。

問
好
循
環
の
た
め
の
都

市
計
画
は
。

答
景
観
形
成
に
よ
り
地

域
の
消
費
や
移
住
等

が
促
進
さ
れ
、
経
済
効
果

と
地
域
の
活
性
化
に
よ
る

修
景
へ
の
投
資
が
継
続
的

に
促
さ
れ
る
よ
う
な
好
循

環
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問
好
循
環
と
文
化
、
若

者
に
つ
い
て
伺
う
。

答
文
化
活
動
を
行
う
方

の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
を
解
決
す
る
た
め
、
文

化
継
承
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
若
者
が
市
外
へ
流

出
し
戻
っ
て
こ
な
い
こ
と

は
十
分
認
識
し
て
い
ま
す
。

問

🆀
ど
う
や
っ
て
す
る
の
？ 

🅰　

月
定
例
会
で
は
、
議
員

１
人
当
た
り
60
分
の
持
ち
時
間

と
し
て
４
日
間
で
17
名
の
議
員

が
質
問
し
ま
し
た
。

12

議員17人が鋭く迫る！一般質問

障
が
い
者
の
自
動
車
運

転
免
許
取
得
に
支
援
を

特
集

議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会

12
月
定
例
会
議
案
等

議
案
総
括

委
員
会
報
告（
総
文
）

委
員
会
報
告（
民
生
）

一
般
質
問
・
議
会
報
研
修
会

視
察
報
告

委
員
会
報
告（
産
建
）

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問
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一
般
質
問

一い
っ
し
ん
か
い

新
会

た
か
は
し 

ち
な
つ

熊
出
没
の
長
期
化
を
見
据
え

市
民
を
守
る
対
策
へ
！

国
や
県
の
支
援
を
活
用
し
な
が
ら
、

全
庁
で
部
署
横
断
の
複
数
チ
ー
ム

を
検
討
し
ま
す
。

一
般
質
問
ミ
ラ
イ
ノ
ト
ビ
ラ

植う
え

　
松ま

つ
　
美み

　
穂ほ

米
沢
の
未
来
。
子
ど
も
や
若

者
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

ま
ち
な
か
、
駅
前
、
上
杉
エ
リ
ア

を
有
機
的
に
つ
な
げ
な
が
ら
米
沢

を
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

一
般
質
問

至し
せ
い
か
い

誠
会

山や
ま

　
村む
ら

　
　
　
明
あ
き
ら

自
動
運
転
バ
ス
の
導
入
を

雪
が
降
る
地
域
で
は
自
動
運
転
は

発
展
途
上
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

一
般
質
問

一い
っ
し
ん
か
い

新
会

関せ
き

　
谷や

　
幸さ
ち

　
子こ

温
泉
の
力
で
健
康
で
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
な
ま
ち
づ
く
り
を

地
域
全
体
に
「
し
あ
わ
せ
」
が
広

が
る
効
果
的
・
効
率
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

一
般
質
問

至し
せ
い
か
い

誠
会

木き

　
村む

ら
　
芳よ

し
　
浩ひ

ろ

米
沢
駅
周
辺
の
整
備
計
画
の

目
途
は

具
体
的
な
計
画
策
定
は
、
地
域
経

済
へ
の
波
及
効
果
等
を
見
極
め
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

一
般
質
問

至し
せ
い
か
い

誠
会

相あ
い

　
田た

　
克か

つ
　
平ひ

ら

観
光
振
興
策
強
化
と
再
エ
ネ

政
策
の
対
応
強
化
を
急
げ

観
光
は
体
制
強
化
を
図
り
、
再
エ

ネ
条
例
は
県
動
向
を
踏
ま
え
検
討

を
継
続
し
ま
す
。

　
　
熊
対
策
の
財
源
は
。

答
国
や
県
の
予
算
を
活

用
し
、
今
年
度
の
補

正
予
算
へ
の
計
上
を
検
討

中
で
す
。
ま
た
、
商
工
課

と
連
携
し
、
熊
被
害
対
策

支
援
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

募
集
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
わ
な
を
使
用
し
た
熊

の
捕
獲
率
は
。

答

今
年
度
の
実
績
は

62
％
、
わ
な
設
置
１

５
４
件
中
、
捕
獲
が
95
頭

で
す
。

問
今
回
実
施
し
た
緊
急

銃
猟
の
課
題
や
改
善

点
は
何
か
。

答
市
街
地
に
お
け
る
ハ

ン
タ
ー
や
職
員
の
負

傷
に
備
え
た
消
防
等
と
の

連
携
と
救
急
体
制
の
整
備
、

建
物
が
広
い
場
合
は
屋
内

型
ド
ロ
ー
ン
等
を
活
用
し
、

熊
の
位
置
を
把
握
す
る
体

制
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

問

子
ど
も
・
若
者
の

ニ
ー
ズ
や
現
状
に

マ
ッ
チ
し
た
施
策
の
た
め

に
子
ど
も
・
若
者
会
議
を

開
催
し
て
は
ど
う
か
。

答
高
校
生
や
若
者
か
ら
、

階
層
的
か
つ
重
層
的

に
お
話
を
聞
い
て
い
く
と

い
う
の
は
非
常
に
大
事
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
子
ど
も
た
ち
の
活
動

を
広
げ
る
た
め
に
学

区
を
超
え
た
移
動
も
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
子
ど
も
た
ち
が
自
分

の
意
思
で
公
共
施
設

を
訪
れ
利
用
し
た
り
、
公

共
交
通
機
関
を
使
用
し
た

り
す
る
こ
と
は
よ
い
学
び

と
経
験
に
な
る
た
め
、
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

問
商
工
会
議
所
新
会
館

建
設
の
波
及
効
果
は
。

問
熊
対
策
に
森
林
環
境

譲
与
税
は
使
え
る
か
。

答
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
、
森
林
整
備

を
進
め
、
健
全
な
森
林
の

循
環
利
用
を
促
進
す
る
こ

と
は
、
結
果
と
し
て
野
生

動
物
の
生
息
環
境
を
整
え
、

鳥
獣
被
害
や
市
街
地
出
没

の
有
効
な
予
防
対
策
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

問
本
市
も
子※

ど
も
の
休

暇
制
度
を
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

答
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
も

考
え
ら
れ
る
た
め
、

先
進
事
例
を
参
考
に
し
、

研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
自
動
運
転
バ
ス
は
、

タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
の

運
転
手
不
足
を
背
景
に
全

国
で
路
線
バ
ス
の
廃
止
が

相
次
ぐ
中
、
住
民
の
足
を

支
え
る
期
待
が
大
き
い
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
を

目
指
し
、
本
市
も
導
入
に

向
け
て
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

　
ま
た
、
バ
ス
の
夜
間
の

便
数
は
非
常
に
少
な
い
の

で
、
夜
の
Ｊ
Ｒ
新
幹
線
利

用
者
の
た
め
に
も
、
自
動

運
転
バ
ス
を
導
入
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
国
は
自
治
体
に
対
し

て
補
助
事
業
を
令
和

４
年
度
か
ら
実
施
し
、
全

国
各
地
の
自
動
運
転
の
実

証
事
業
は
レ
ベ
ル
２
と
言

わ
れ
る
運
転
者
が
操
縦
主

体
で
、
シ
ス
テ
ム
が
操
作

を
部
分
的
に
行
う
運
転
支

援
車
と
し
て
の
運
行
が
多

問
ま
ち
づ
く
り
総
合
計

画
の
重
要
指
標
と
し

て
掲
げ
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
を
達
成
す
る
た
め
の

具
体
的
施
策
は
何
か
。

答
子
育
て
世
代
の
安
心

感
や
満
足
度
を
高
め

る
と
と
も
に
、
教
育
環
境

の
整
備
を
通
じ
て
、
自
ら

考
え
行
動
す
る
力
を
持
つ

子
ど
も
を
地
域
全
体
で
育

成
し
て
い
き
ま
す
。
安
心

で
き
る
地
域
医
療
体
制
の

構
築
や
、
誰
も
が
健
康
で

明
る
く
元
気
に
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
健
康
長

寿
の
ま
ち
を
目
指
し
た
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
観
光
文
化
ス
ポ
ー

ツ
部
を
新
設
し
、
交
流
・

関
係
人
口
の
拡
大
、
市
民

の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
向

上
を
目
指
し
、
多
面
的
な

側
面
を
持
つ
交
流
分
野
に

お
い
て
、
一
元
的
に
施
策

問
米
沢
駅
周
辺
の
整
備

計
画
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
る
の
か
。

答
米
沢
駅
周
辺
は
本
市

の
顔
で
あ
り
、
駅
前

の
活
性
化
は
本
市
全
体
の

発
展
を
牽
引
す
る
鍵
と
な

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
米
沢
市
ま
ち
づ
く

り
総
合
計
画
で
駅
及
び
駅

周
辺
の
活
性
化
と
に
ぎ
わ

い
の
創
出
を
図
る
こ
と
を

明
確
に
位
置
づ
け
ま
し

た
。
駅
周
辺
の
持
つ
可
能

性
を
最
大
限
に
引
き
出
す

た
め
に
は
、
多
角
的
な
検

討
が
必
要
で
あ
り
、
開
発

計
画
策
定
に
至
る
ま
で
に

は
、
地
域
経
済
へ
の
波
及

効
果
、
財
源
の
確
保
、
市

民
生
活
へ
の
影
響
等
を
慎

重
に
見
極
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
現
時
点
で
は
具

体
的
な
開
発
計
画
を
策
定

す
る
段
階
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
駅
周
辺
が
持

つ
潜
在
的
な
価
値
を
最
大

限
に
引
き
出
し
、
発
展
に

寄
与
す
る
よ
う
検
討
を
進

め
ま
す
。

問
皆
川
球
場
の
施
設
整

備
計
画
は
、
２
年
前

の
市
長
就
任
の
時
に
白
紙
と

な
っ
た
。
今
後
ど
の
よ
う
に

整
備
を
進
め
て
い
く
の
か
。

答
皆
川
球
場
は
竣
工
か

ら
35
年
経
過
し
て
お

り
、
施
設
の
劣
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
改

修
等
の
要
望
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
多
額
の
費
用
が

発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
ほ
か
の
施
設
に
も

様
々
要
望
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
全
庁
的
な
協
議
が

必
要
で
、
改
修
内
容
や
概

算
工
事
費
等
を
精
査
し
、

米
沢
市
ま
ち
づ
く
り
総
合

計
画
や
個
別
施
設
計
画
で

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
「
２
０
２
６
年
に
行

く
べ
き
世
界
の
旅
行

先
25
選
」に
山
形
県
が
選

定
さ
れ
た
効
果
の
最
大
化

を
ど
う
図
る
の
か
。

答
県
全
域
が
選
定
対
象

で
す
が
、
上
杉
雪
灯

篭
ま
つ
り
と
米
沢
牛
の
老

舗
店
等
が
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
本
市
の
国
際
的
認
知

度
向
上
に
大
き
く
寄
与
す

る
も
の
と
期
待
し
ま
す
。

　
効
果
と
し
て
は
、
経
済

的
な
直
接
効
果
・
ブ
ラ
ン

ド
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
・
持

続
可
能
な
観
光
の
推
進
の

３
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。　

　
旅
館
の
老
朽
化
や
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
対
応
の
設
備
更

新
等
が
大
き
な
課
題
で
、

国
の
制
度
を
最
大
限
活
用

し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
山
形

県
が
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
を

迎
え
て
い
る
と
の
認
識
に

立
ち
、
観
光
・
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
を
一
体
で
扱
う
新

し
い
部
局
を
市
長
部
局
に

置
き
、
機
動
的
に
動
く
体

制
を
整
え
ま
す
。

問
再
エ
ネ
推
進
に
は
地

域
に
寄
り
添
う
事
業

者
を
選
別
す
る
仕
組
み
と

制
度
が
必
要
で
あ
り
、
一

般
家
庭
の
再
エ
ネ
導
入
補

助
等
の
財
源
と
し
て
共
生

税
を
創
設
で
き
な
い
か
。

答
再
エ
ネ
推
進
に
は
地

域
理
解
と
地
域
貢
献

が
不
可
欠
で
す
。
地
域
へ

の
安
価
な
電
力
提
供
な
ど

多
様
な
地
域
貢
献
の
形
が

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
共
生

税
の
よ
う
な
課
税
制
度
は
、

市
単
独
で
は
実
務
的
に
難

し
い
た
め
、
県
と
連
携
し

な
が
ら
最
適
な
対
応
を

探
っ
て
い
き
ま
す
。

い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

現
状
に
お
い
て
は
、
路
線

バ
ス
の
見
直
し
や
乗
合
タ

ク
シ
ー
運
行
・
ま
ち
な
か

定
額
タ
ク
シ
ー
の
運
行
に

よ
り
利
便
性
が
向
上
さ
れ

た
と
考
え
ま
す
。
自
動
運

転
の
事
業
性
に
つ
い
て
、

国
は
レ
ベ
ル
４
で
も
有
人

運
行
と
比
較
し
て
運
行
費

用
削
減
は
容
易
で
は
な
く
、

運
賃
収
入
の
み
で
事
業
を

維
持
す
る
こ
と
は
困
難
な

事
例
が
大
半
と
紹
介
し
、

運
賃
以
外
の
財
源
確
保
が

求
め
ら
れ
、
事
業
性
を
検

証
す
る
よ
う
促
し
て
い
ま

す
。
導
入
が
最
適
解
か
事

業
性
等
を
踏
ま
え
慎
重
に

検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
夜
間
運
行
に
関
し
て
は
、

一
定
の
条
件
が
確
立
で
き

た
と
し
て
も
タ
ク
シ
ー
の

代
替
え
の
よ
う
な
使
い
方

は
難
し
い
状
況
で
す
。

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問
ク
ア
オ
ル
ト
の
考
え

方
を
取
り
入
れ
て
は

ど
う
か
。

答
地
域
一
体
型
の
健
康

保
養
地
づ
く
り
の
取

組
は
、
観
光
地
と
し
て
の

魅
力
向
上
の
み
な
ら
ず
、

住
民
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
向
上
や
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
も
寄
与
す
る
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

全
国
的
な
健
康
意
識
の
高

ま
り
な
ど
を
背
景
に
、
心

身
の
健
康
増
進
、
疲
労
回

復
な
ど
を
目
的
と
し
た
旅

行
形
態
で
あ
る
ヘ
ル
ス
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
お
り
、
ク
ア
オ

ル
ト
の
考
え
方
に
通
じ
る

も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

ク
ア
オ
ル
ト
の
考
え
を
ど

の
よ
う
に
施
策
に
取
り
入

れ
る
こ
と
が
可
能
か
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

答
商
工
会
議
所
新
会
館

の
建
設
は
、
ま
ち
な

か
に
新
た
な
活
力
を
生
み

出
す
と
い
う
意
味
で
は
極

め
て
重
要
な
起
爆
剤
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
県
立
中
高
一
貫
校
の
ま

ち
な
か
へ
の
設
置
を
！

答
通
学
の
利
便
性
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市

街
地
の
活
性
化
も
図
ら
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
ま
ち
な
か
へ

の
設
置
に
向
け
、
引
き
続

き
県
に
対
し
て
積
極
的
に

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

問
市
長
の
市
街
地
活
性

化
の
イ
メ
ー
ジ
は
。

答
ま
ち
な
か
、
上
杉
エ

リ
ア
、
駅
前
の
３
つ

が
絡
み
合
っ
て
米
沢
全
体

の
中
心
部
が
盛
り
上
が
っ

て
い
く
イ
メ
ー
ジ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

問

※
子
ど
も
の
休
暇
制
度
…

家
庭
や
地
域
で
の
学
び
を

目
的
と
し
、
年
に
３
日
程

度
の
休
暇
を
認
め
る
自
治

体
独
自
の
制
度
。

子
ど
も
の
主
体
性
を
育

て
る
教
育
を

再
エ
ネ
共
生
税
創
設
を

中
心
市
街
地
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

特
集

議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会

12
月
定
例
会
議
案
等

議
案
総
括

委
員
会
報
告（
総
文
）

委
員
会
報
告（
民
生
）

一
般
質
問
・
議
会
報
研
修
会

視
察
報
告

委
員
会
報
告（
産
建
）

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問
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一
般
質
問

一い
っ
し
ん
か
い

新
会

鳥と
り

　
海う

み
　
隆り

ゅ
う　

太た

米
沢
の
誇
り
、
上
杉
の
歴
史

と
文
化
を
大
切
に

今
回
の
表
現
の
配
慮
不
足
を
反
省

し
、
今
後
は
歴
史
的
背
景
な
ど
を

踏
ま
え
た
表
現
に
努
め
ま
す
。

一
般
質
問
日に
ほ
ん
き
ょ
う
さ
ん
と
う
し
ぎ
だ
ん

本
共
産
党
市
議
団

髙た
か

　
橋は
し

　
英ひ
で

　
夫お

ま
ち
な
か
定
額
タ
ク
シ
ー

成
果
と
課
題
は
何
か

市
民
の
皆
様
か
ら
は
非
常
に
助
か

る
と
い
う
お
声
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

一
般
質
問
市し
み
ん
へ
い
わ

民
平
和
ク
ラ
ブ

我わ
が

　
妻つ

ま
　
德と

く
　
雄お

若
者
に
選
ば
れ
る
ま
ち
を

目
指
し
て

雪
対
策
や
公
共
交
通
機
関
等
の
利

便
性
の
向
上
を
図
り
、
効
果
的
な

情
報
発
信
を
進
め
ま
す
。

一
般
質
問
ミ
ラ
イ
ノ
ト
ビ
ラ

遠え
ん

　
藤ど
う 

　
隆り
ゅ
う　
一い
ち

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
条
例
制

定
の
必
要
性
と
方
向
性
を
問
う

県
条
例
の
見
直
し
を
注
視
し
な
が

ら
、
市
条
例
制
定
の
必
要
性
を
含

め
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

一
般
質
問

一い
っ
し
ん
か
い

新
会

成な
り
さ
わ沢

　
か
ず
ね

稼
げ
る
自
治
体
に
向
け
た
方
策

を
見
い
だ
す
べ
き

お
祭
り
の
運
営
費
確
保
の
た
め
、

イ
ベ
ン
ト
時
の
駐
車
場
有
料
化

を
検
討
し
ま
す
。

一
般
質
問
市し
み
ん
へ
い
わ

民
平
和
ク
ラ
ブ

影か
げ

　
澤さ

わ
　
政ま

さ
　
夫お

不
登
校
支
援
拠
点
を
整
備
し
、

相
談
で
き
る
環
境
整
備
を

教
室
以
外
の
学
び
の
場
と
低
学
年

段
階
の
適
応
指
導
を
充
実
し
不
登

校
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
令
和
７
年
９
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
ま
ち

な
か
定
額
タ
ク
シ
ー
の
成

果
と
課
題
は
何
か
。

答
登
録
者
数
は
令
和
７

年
12
月
１
日
現
在
で

５
１
９
１
人
で
す
。
９
月
と

10
月
の
２
か
月
間
の
状
況
で

す
が
、
運
行
回
数
は
８
０
０

９
回
、
一
日
平
均
約
１
６
０

回
の
運
行
で
、
利
用
者
が
１

９
１
人
で
す
。
登
録
者
数
に

対
し
実
際
に
利
用
さ
れ
た
方

の
実
人
数
は
、
10
月
末
現
在

の
登
録
者
数
４
９
０
３
人
に

対
し
１
４
２
９
人
で
約
３
割

の
方
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
代
別
で
は
利
用
者
の
８
割

以
上
が
70
代
以
上
で
す
。
時

間
帯
別
で
は
９
時
か
ら
11
時

の
利
用
が
全
体
の
６
割
弱
を

占
め
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
通
常
の
タ
ク

シ
ー
を
利
用
さ
れ
て
い
た

方
の
負
担
軽
減
に
つ
な

問

本
市
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
は
上
杉

の
歴
史
・
文
化
に
あ
る
と

考
え
る
。
本
市
公
式
事
業

に
お
い
て
「
米
沢
は
上
杉

の
地
に
あ
ら
ず
」
と
す
る

表
現
が
用
い
ら
れ
た
。
本

市
の
根
幹
的
価
値
を
否
定

し
か
ね
な
い
表
現
や
安
易

な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
避

け
、
よ
り
慎
重
な
配
慮
が
必

要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答
米
沢
が
上
杉
の
城
下

町
で
あ
る
こ
と
は
市

民
に
広
く
受
け
継
が
れ
て

い
る
こ
と
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
表
現
に
歴

史
的
関
係
性
な
ど
を
否
定

す
る
意
図
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
配
慮
を
欠
い

た
も
の
で
深
く
反
省
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
歴
史
的

背
景
な
ど
を
十
分
に
踏
ま

え
、
慎
重
に
検
討
す
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
人
口
減
少
が
続
い
て

い
る
。
そ
の
要
因
は

何
か
。
対
策
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
か
。

答
主
な
要
因
は
、
若
年

層
の
人
口
流
出
、
未

婚
化
・
晩
婚
化
の
進
行
、

そ
し
て
出
生
数
の
減
少
の

３
つ
と
分
析
し
て
い
ま

す
。
雪
対
策
や
公
共
交
通

機
関
の
利
便
性
の
向
上
な

ど
、
住
み
や
す
い
環
境
の

整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
自
然
環
境
や

地
域
の
連
帯
感
等
の
本
市

の
魅
力
を
発
信
し
、
さ
ら

に
磨
い
て
い
き
ま
す
。

問
若
者
に
選
ば
れ
る
広

報
戦
略
を
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
か
。

答
若
年
層
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
「
好
き
な
こ
と
、

思
い
っ
き
り
米
沢
」
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
通
じ

て
、
選
ば
れ
る
ま
ち
と
し
て

が
っ
て
い
る
ほ
か
、
利
用

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
方
の

利
用
に
も
つ
な
が
り
、
お

出
か
け
の
機
会
づ
く
り
に

寄
与
し
て
い
る
も
の
と
推

察
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
か
ら
も
非

常
に
助
か
る
と
の
お
声
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
タ

ク
シ
ー
会
社
か
ら
は
、
稼

働
率
が
上
が
り
売
上
げ
も

増
加
し
て
あ
り
が
た
い
と

の
お
言
葉
も
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

通
常
の
タ
ク
シ
ー
の
よ

う
に
融
通
の
利
く
使
い
方

が
で
き
な
い
か
と
の
ご
要

望
も
あ
り
ま
す
が
、
公
共

交
通
と
し
て
運
行
す
る
特

性
と
し
て
は
、
運
行
範
囲

や
移
動
場
所
を
限
定
す
る

こ
と
で
効
率
的
な
運
行
を

可
能
と
し
、
安
価
で
利
用

い
た
だ
け
る
移
動
手
段
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
除
雪
作
業
や
堆
雪
に

よ
る
道
路
狭
隘
な
ど

が
市
民
生
活
を
圧
迫
し
て

い
る
。
長
期
的
視
点
で
雪

に
強
い
都
市
構
造
整
備
を

進
め
、
市
民
幸
福
の
最
大

化
を
図
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
米
沢
市
雪
対
策
総
合

計
画
を
策
定
し
て
お

り
、
効
率
的
な
除
排
雪
の

推
進
、
雪
処
理
施
設
の
確

保
、
雪
害
防
止
対
策
な
ど

の
取
組
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
除
雪

車
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
の

導
入
と
と
も
に
、
時
間
精

算
に
移
行
し
ま
し
た
。
市

民
の
皆
様
の
幸
福
度
の
向

上
に
貢
献
で
き
る
よ
う
着

実
に
施
策
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

問
本
市
で
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
条
例
制

定
の
必
要
性
と
、
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答
市
独
自
条
例
の
制
定

に
は
様
々
な
課
題
が

あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
県
条
例
の
見
直
し

を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
見
直
し
に

対
す
る
意
見
を
県
に
述
べ

な
が
ら
、
市
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
も
必
要
性
を
含

め
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
脱
炭
素
先
行
地
域
づ

く
り
事
業
に
お
い
て
、

計
画
の
進
捗
に
よ
っ
て
は

環
境
省
か
ら
予
算
カ
ッ
ト

な
ど
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を

受
け
る
可
能
性
は
あ
る
か
。

答
進
捗
が
芳
し
く
な
い

場
合
に
は
、
次
年
度

の
交
付
金
内
示
額
が
減
額

さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
の
で
、
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

問
廃
校
施
設
の
維
持
管

理
コ
ス
ト
は
。

答
令
和
６
年
度
は
、
旧

南
原
中
学
校
な
ど
５

つ
の
施
設
で
年
額
１
８
５

９
万
円
、
平
均
で
３
７
２

万
円
ほ
ど
で
し
た
。

問
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て

再
利
用
に
転
じ
ら
れ

な
い
も
の
か
。
国
の
様
々

な
施
策
を
最
大
限
に
積
極

的
か
つ
迅
速
に
活
用
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
国
の
様
々
な
施
策
を

研
究
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
住
民
の
ニ
ー
ズ

や
財
政
負
担
、
国
の
動
向

等
を
踏
ま
え
、
迅
速
に
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
拡

大
に
向
け
た
取
組
は
。

答
高
級
返
礼
品
の
寄
附

は
減
少
傾
向
で
す

が
、
米
沢
牛
は
堅
調
に
推
移

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
寄

附
獲
得
に
向
け
、
返
礼
品
の

充
実
や
新
規
開
発
、
戦
略
的

広
報
展
開
、
情
報
発
信
強
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
で
必

要
な
の
は
、
モ
ノ
を

売
る
こ
と
で
は
な
く
、
フ
ァ

ン
を
つ
く
る
こ
と
。
他
と
の

差
別
化
の
た
め
、
限
定
品
や

オ
ー
ナ
ー
制
度
な
ど
は
で
き

な
い
か
。

答
素
晴
ら
し
い
取
組
と

考
え
ま
す
の
で
、
早

急
に
検
討
し
ま
す
。

問
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

導
入
の
進
捗
状
況
は
。

答
市
長
就
任
以
来
、
資
産

の
有
効
活
用
は
出
遅
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

４
月
以
降
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
の
主
管
が
教
育
委
員
会

か
ら
市
長
部
局
に
移
る
た

め
、速
や
か
に
対
応
し
ま
す
。

問
お
祭
り
期
間
中
は
駐

車
場
が
混
雑
す
る
。

イ
ベ
ン
ト
時
に
駐
車
料
を
徴

収
し
、
運
営
費
用
に
充
て
ら

れ
な
い
か
。

答
お
祭
り
期
間
中
、
会

場
周
辺
で
は
駐
車
場

不
足
と
渋
滞
が
発
生
し
、
観

光
客
や
住
民
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
い
ま
す
。
運
営
費

用
確
保
の
観
点
か
ら
も
有
料

化
の
必
要
性
を
認
識
し
て
お

り
、
各
実
行
委
員
会
で
検
討

を
進
め
ま
す
。

問
不
登
校
児
童
生
徒
の

低
年
齢
化
が
進
行
し

て
い
る
。

　
各
小
学
校
内
に
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
設

け
て
は
ど
う
か
。

答
小
学
校
に
は
適
応
指

導
補
助
員
を
配
置
し
、

各
学
校
の
実
情
に
応
じ
た
支

援
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

問
上
山
き
ら
り
学
園
の

よ
う
な
先
進
事
例
を

参
考
に
、
多
様
な
学
び
の

拠
点
整
備
を
進
め
て
は
ど

う
か
。

答
本
市
で
も
、
上
山
市

の
き
ら
り
学
園
を
見

学
し
、
多
く
の
学
び
を
得

ま
し
た
。
き
ら
り
学
園
だ

か
ら
で
き
る
取
組
で
は

な
く
、
ど
の
学
校
で
も
取

り
組
め
る
内
容
と
し
て

広
げ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
受
け
止
め
て
い
ま

す
。

問
教
育
現
場
に
お
い
て
、

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
ど
の
よ
う
に
定

義
し
て
い
る
の
か
。

答
現
在
、
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ

い
て
の
定
義
は
定
め
て
い

ま
せ
ん
が
、
学
校
と
教
職

員
を
守
っ
て
い
く
こ
と
か

ら
す
る
と
や
は
り
必
要
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
恫
喝

や
叱
責
な
ど
の
行
為
に
は

毅
然
と
し
た
対
応
を
し
て

い
ま
す
が
、
児
童
生
徒
が

安
心
し
て
学
校
生
活
を
送

る
こ
と
を
目
的
に
丁
寧
に

対
話
を
重
ね
る
必
要
も
あ

り
ま
す
。
都
道
府
県
や
市

町
村
、
教
育
委
員
会
で
設

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
参

考
に
、
ぜ
ひ
前
向
き
に
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

の
魅
力
発
信
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
本
市
の
施
策
が
広
く

分
か
り
や
す
く
、
魅
力
的
に

伝
わ
る
効
果
的
な
情
報
発
信

を
進
め
ま
す
。

問
高
度
経
済
成
長
期
に

整
備
し
た
水
道
管
、

下
水
道
管
が
耐
用
年
数
を

迎
え
て
い
る
。
そ
の
対
策

を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

答
法
定
耐
用
年
数
（
40

年
）
を
超
過
し
て
い

る
水
道
本
管
は
、
令
和
６

年
度
末
現
在
、
19
・
７
％

あ
り
ま
す
。
漏
水
リ
ス
ク

が
高
い
管
路
を
優
先
し
て

更
新
し
て
い
ま
す
。
下
水

道
管
は
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
に

よ
る
調
査
を
実
施
し
、
そ

の
調
査
結
果
を
基
に
修
繕

計
画
を
作
成
中
で
す
。 ▲利用者数が多く、命名

権が期待される人工芝
サッカーフィールド

上
下
水
道
管
の
老
朽

化
、
長
寿
命
化
対
策
は

廃
校
施
設
利
用
の
現

状
と
考
え
方
を
問
う

雪
で
も
市
民
の
幸
福
に

つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
を

先
生
を
守
る
教
育
現
場

の
カ
ス
ハ
ラ
の
定
義
は

特
集

議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会

12
月
定
例
会
議
案
等

議
案
総
括

委
員
会
報
告（
総
文
）

委
員
会
報
告（
民
生
）

一
般
質
問
・
議
会
報
研
修
会

視
察（
総
文・民
生・産
建
）

委
員
会
報
告（
産
建
）

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

特
集

議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会

12
月
定
例
会
議
案
等

議
案
総
括

委
員
会
報
告（
総
文
）

委
員
会
報
告（
民
生
）

一
般
質
問
・
議
会
報
研
修
会

視
察
報
告

委
員
会
報
告（
産
建
）

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問
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一
般
質
問
市し
み
ん
へ
い
わ

民
平
和
ク
ラ
ブ

太お
お
た田

　
か
つ
の
り

米
沢
市
立
病
院
の
経
営
状
況

と
今
後
の
見
通
し
は

米
沢
市
立
病
院
の
経
営
は
危
機
に

瀕
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

公こ
う
め
い
と
う

明
党

山や
ま
だ田

　
富ふ

さ

こ
佐
子

「
お
し
ょ
う
し
な
終
活
情
報

登
録
制
度
」の
早
期
導
入
を

身
寄
り
の
な
い
方
の
埋
葬
・
火
葬

が
増
え
、
危
機
感
を
持
っ
て
お
り
、

導
入
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

視
察
テ
ー
マ

「
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
取
組
に
つ
い
て
」

　
戸
田
市
や
久
喜
市
で
は
、
電
子
採
決
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
本
市
議
会

で
は
、
起
立
採
決
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
場
合
、
起
立
時
間
が
短
く
、
傍
聴
者

や
中
継
映
像
を
見
て
い
る
方
が
、
各
議
員

の
議
案
の
賛
否
を
確
認
す
る
の
は
難
し
い

状
況
で
す
。
一
方
、
電
子
採
決
シ
ス
テ
ム

で
は
、
議
員
の
賛
否
を
画
面
に
表
示
で
き

る
た
め
、
賛
否
が
分
か
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
戸
田
市
や
所
沢
市
で
は
、
議

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会
視
察
報
告

　

令
和
７
年
度
の
議
会
報
研
修
会
が
新
庄
市

で
開
催
さ
れ
、
県
下
13
市
の
議
会
だ
よ
り
の

編
集
に
携
わ
る
議
員
が
参
加
し
、
本
市
議
会

か
ら
も
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
全
員
で
研
修
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

講
師
の
先
生
よ
り
、
13
市
そ
れ
ぞ
れ
の
議

会
だ
よ
り
に
つ
い
て
、
講
評
・
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
も
の
で
、
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

に
と
っ
て
、
あ
る
意
味
で
は
シ
ビ
ア
な
研
修

会
で
す
。

　

本
市
の
議
会

だ
よ
り
は
昨
年

５
月
号
か
ら
誌

面
の
刷
新
を
図

り
ま
し
た
。

　

特
に
表
紙
は

好
評
価
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
に

毎
号
楽
し
み
に

思
っ
て
い
た
だ

け
る
誌
面
づ
く

り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

問
市
立
病
院
の
経
営
状
況

に
つ
い
て
、
現
状
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答
大
変
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

　
病
院
経
営
の
赤
字
を
補

塡
す
る
た
め
本
市
が
病
院

会
計
に
支
出
し
て
い
る
繰

入
金
は
拡
大
し
て
お
り
、

本
市
財
政
の
大
き
な
悪
化

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
３
月

に
策
定
し
た
「
米
沢
市
立

病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
」

と
の
比
較
で
は
、
委
託

医
師
の
報
償
費
、
ア
メ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
賃
借
料
、

委
託
料
な
ど
現
金
支
出
を

伴
う
費
用
が
見
込
額
よ
り

大
幅
に
増
加
し
、
令
和
６

年
度
決
算
で
資
金
不
足
額

が
生
じ
て
い
る
状
況
で
す
。

問
経
営
改
善
の
た
め
に

ど
の
よ
う
な
取
組
を

行
っ
て
い
る
か
。

問
終
活
情
報
登
録
制
度

は
、
高
齢
者
が
元
気

な
と
き
に
緊
急
連
絡
先
や
葬

儀
、
遺
品
整
理
等
の
生
前

契
約
先
、
墓
地
所
在
地
等

を
市
に
無
料
で
登
録
す
る
事

業
で
、
医
療
、
介
護
、
行
政

が
迅
速
に
対
応
で
き
る
等
の

利
点
が
あ
る
。
米
沢
版
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
「
お
し
ょ

う
し
な
ノ
ー
ト
」
と
一
緒
に

推
進
し
て
は
ど
う
か
。

答
高
齢
者
が
自
身
の
意

思
を
明
確
に
す
る
こ

と
は
、
希
望
が
行
政
や
医

療
現
場
に
共
有
さ
れ
、
未

来
の
不
安
解
消
に
な
る
と

考
え
ま
す
。
極
め
て
重
要

な
制
度
で
あ
り
、
導
入
に

向
け
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

問
本
市
で
は
市
民
の
塩

分
摂
取
量
が
高
い
た

答
新
た
な
取
組
と
し
て

市
長
を
ト
ッ
プ
に
市

と
病
院
の
幹
部
職
員
、
米

沢
市
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
今
田
山
形
大
学
医
学
部

教
授
か
ら
な
る
市
立
病
院

経
営
改
善
タ※

ス
ク
フ
ォ
ー

ス
を
10
月
に
設
置
し
、
病

院
の
専
門
知
識
以
外
に
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
効

率
的
な
行
政
運
営
と
い
う

観
点
か
ら
も
検
討
を
始
め

て
い
ま
す
。

問
今
後
さ
ら
な
る
医
師

確
保
に
つ
い
て
の
見

通
し
は
ど
う
か
。

答
今
年
度
は
東
北
医
科

薬
科
大
学
か
ら
１
名

派
遣
し
て
い
た
だ
き
、
令

和
９
年
度
に
は
さ
ら
に
医

師
を
派
遣
し
て
い
た
だ
け

る
予
定
で
す
。

※
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
…
特

別
な
任
務
を
遂
行
す
る
部

門
・
チ
ー
ム
。

め
、
ナ
ト
カ
リ
比
等
の
見

え
る
化
を
進
め
意
識
変
革

に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

答
食
塩
摂
取
量
の
目
標
値

７ｇ
未
満
に
対
し
、
男

女
と
も
９
割
が
目
標
値
を
超

え
て
い
ま
す
。
食
塩
の
過
剰

摂
取
を
控
え
、
高
血
圧
や
糖

尿
病
、
腎
機
能
の
良
好
な
状

態
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
生

活
の
質
の
低
下
や
人
工
透
析

へ
の
移
行
を
食
い
止
め
る
た

め
に
大
切
で
す
。
県
立
米
沢

栄
養
大
学
と
連
携
し
、
企
業

を
対
象
と
し
た
適
塩
教
室
の

中
で
ナ
ト
カ
リ
比
を
使
用
し
、

減
塩
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

見
え
る
化
は
、
自
身
の
健
康

管
理
に
非
常
に
有
効
で
あ
り
、

今
後
は
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
光
市
で
は
、
県
に
先
立
ち
平
成
21
年
に

市
内
の
小
学
校
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
を
導
入
し
、
子
ど
も
た
ち
と
地
域

の
方
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
有
用
感
の
向
上
と

い
っ
た
効
果
を
上
げ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
柳
井
市
で
は
、
学
校
を
中
心
に
人
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
ス
ク
ー
ル
・

　
視
察
目
的
は
少
子
化
対
策
と
公
立
病
院

の
経
営
改
善
で
す
。
少
子
化
対
策
は
、
出

会
い
か
ら
育
み
ま
で
切
れ
目
な
い
支
援
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
、
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

　
豊
中
市
で
は
子
育
て
施
策
を
重
点
的
に

調
査
し
、
母
子
保
健
・
児
童
福
祉
・
教
育

の
一
体
的
支
援
の
重
要
性
を
確
認
し
ま
し

た
。

　
大
牟
田
市
は
、
Ｉ
Ｔ
企
業
の
誘
致
策
と

し
て
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
建
物
を
オ

フ
ィ
ス
・
イ
ベ
ン
ト
・
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
し
、
Ｉ
Ｔ
企
業
の
誘

致
に
成
功
し
て
い
ま
し
た
。

　
伊
万
里
市
は
、
地
元
で
就
職
し
た
い
専

門
学
校
生
が
多
い
実
態
か
ら
事
務
系
の
企

業
誘
致
の
必
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、
若

者
の
地
元
定
着
に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て

視
察
日
：
令
和
７
年
10
月
29
日
～
31
日

視
察
先
：
福
岡
県
大
牟
田
市
、
佐
賀
県
伊
万　
　
　

　
　
　
　

里
市
・
鳥
栖
市

視
察
日
：
令
和
７
年
10
月
27
日
～
28
日
、

　
　
　
　

11
月
４
日

視
察
先
：
山
口
県
光
市
・
柳
井
市
、
宮
城
県　
　
　
　

　
　
　
　

大
崎
市

視
察
日
：
令
和
7
年
10
月
29
日
～
31
日

視
察
先
：
大
阪
府
豊
中
市
、
兵
庫
県
加
東
市
、

　
　
　
　

鳥
取
県
南
部
町

幅
広
い
世
代
の
雇
用
を
実
現
す
る
た
め
の

企
業
誘
致
と
は

地
域
教
育
で
郷
土
愛
を
育
も
う

米
沢
×
こ
ど
も
＝
し
あ
わ
せ
な
未
来

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
を
推
進
し
、
市
が
募

集
す
る
学
校
応
援
団
は
大
人
の
生
涯
学
習

の
場
に
も
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
大
崎
市
で
は
、
学
校
支
援
・
放
課
後
子

供
教
室
・
地
域
未
来
塾
・
地
域
活
動
・
家

庭
教
育
支
援
を
中
心
に
地
域
学
校
協
働
活

動
を
推
進
し
て
お
り
、
将
来
地
域
づ
く
り

に
積
極
的

に
関
わ
る

こ
と
が
で

き
る
人
材

を
育
成
し

て
い
る
と

の
こ
と
で

し
た
。

　
病
院
経
営
に
つ
い
て
加
東
市
を
視
察
し
、

医
師
給
与
へ
の
「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
手
当

（
や
る
気
手
当
）」
導
入
に
よ
る
医
業
収

益
向
上
や
、
医
師
確
保
に
向
け
た
民
間

サ
ー
ビ
ス
活
用
の
取
組
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
南
部
町
で
は
、
少
子
化
対
策
推

進
本
部
会
議
を
調
査
し
、
部
局
横
断
的
連

携
の
有
効

性
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら

の
成
果
を

今
後
の
政

策
提
言
に

生
か
し
ま

す
。

い
ま
し
た
。

　
鳥
栖
市
は
、
34
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
エ
リ
ア

を
民
間
事
業
者
の
参
画
を
募
っ
て
整
備
す

る
手
法
を
用
い
、
新
産
業
団
地
を
整
備
す

る
計
画
で
、
大
手
企
業
の
参
加
を
得
て
産

業
団
地
整

備
か
ら
立

地
企
業
を

探
す
と
こ

ろ
ま
で
民

間
企
業
が

担
う
取
組

を
し
て
い

ま
し
た
。

会
の
中
継
映
像
に
字
幕
表
示
を
し
て
い
る

ほ
か
、
傍
聴
席
に
設
置
し
た
モ
ニ
タ
ー
に

発
言
内
容
を
字
幕
表
示
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
議
会
で
も
、
先
進
地
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
の
取
組

を
参
考
に
、

よ
り
市
民

の
方
に
分

か
り
や
す

い
議
会
を

目
指
し
て

い
き
ま
す
。

令
和
７
年
10
月
16
日
～
17
日

埼
玉
県
戸
田
市
・
所
沢
市
・
久
喜
市

※
ナ
ト
カ
リ
比
…
ナ
ト
リ

ウ
ム
（
塩
分
）
と
カ
リ
ウ

ム
（
野
菜
や
果
物
に
含
ま

れ
る
ミ
ネ
ラ
ル
）
の
摂
取

バ
ラ
ン
ス
を
示
す
指
標
。

▲豊中市視察の様子▲所沢市視察の様子

▲鳥栖市視察の様子 ▲柳井小学校見学の様子

山
形
県
市
議
会
議
長
会

議
会
報
研
修
会

令
和
７
年
11
月
６
日
（
新
庄
市
）

魅
力
的
な
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て

ナ※

ト
カ
リ
比
や
野
菜
摂

取
量
等
の
見
え
る
化
を

特
集

議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会

12
月
定
例
会
議
案
等

議
案
総
括

委
員
会
報
告（
総
文
）

委
員
会
報
告（
民
生
）

一
般
質
問
・
議
会
報
研
修
会

視
察
報
告

委
員
会
報
告（
産
建
）

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

管外行政視察報告 各常任委員会が２年ごとに決めたテーマに沿って視察を行いました。
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◀
ナ
セ
Ｂ
Ａ

◀
米
沢
市
役
所

　

12
月
定
例
会
で
は
、
令
和

8
年
度
か
ら
の
10
年
間
の
計
画

の
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
が
可

決
成
立
し
、
ま
た
、
令
和
8

年
度
か
ら
新
設
予
定
の
観
光

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
の
設
置
も
承

認
成
立
し
た
。
大
き
な
枠
組
み

が
決
し
大
き
く
物
事
が
進
む
こ

と
に
な
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て

不
安
は
拭
い
き
れ
な
い
。
同
定

例
会
で
は
、
若
者
に
関
す
る
質

問
が
目
立
っ
た
。
米
沢
市
は
、

若
年
層
の
流
出
・
未
婚
率
の
上

昇
と
晩
婚
化
・
出
生
率
の
低
下

の
連
鎖
と
い
う
悪
循
環
の
只
中

に
あ
る
。
こ
の
先
15
年
間
は
人

口
が
減
り
続
け
る
と
も
い
う
。

〝
好
循
環
の
米
沢
〟
と
い
え
ば

聞
こ
え
は
い
い
が
、
現
状
は
必

ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
米
沢

市
に
は
、
真
の
好
循
環
を
実
現

し
て
ほ
し
い
。
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会
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会
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員 

長　
佐
藤　
弘
司

副
委
員
長　
髙
橋　
英
夫

委　
　
員　
佐
野　
洋
平

   

島
貫　
宏
幸

　

 

影
澤　
政
夫

植
松　
美
穂

日 月 火 水 木 金 土
2/22 23 24

本会議
（招集日）

25 26
本会議

（代表質問）

27
本会議

（代表質問、
一般質問）

28

3/1 2
本会議

（一般質問）

3
予算特別
委員会

４
総務文教
常任委員会

５
民生

常任委員会

６
産業建設
常任委員会

７

8 ９
予算特別
委員会

10
予算特別
委員会

11
予算特別
委員会

12
予算特別
委員会

13
予算特別
委員会

14

15 16 17 18 19
議会運営
委員会

20 21

22 23 24
本会議

（最終日）

25 26 27 28

※請願の提出期限は、２月16日（月）午後
５時の予定です。
※日程は変更されることがありますので、
傍聴の際は議会事務局までお問い合わせく
ださい。
　TEL（22）5111（内線5303・5304)

（令和８年２月分）
4日（水）議会広報広聴委員会
5日（木）議会運営委員会

市政協議会
6日（金）総務文教常任委員会協議会
9日（月）民生常任委員会協議会

10日（火）産業建設常任委員会協議会
13日（金）市政協議会
16日（月）３月定例会招集告示

閉会中の主な議会活動（予定）

市政に対する貴重なご意見を多数伺うこ
とができました。今後の議会活動や市政
運営の参考とさせていただきます。

10/10 ㈮「議員と話そう！」を
開催（議会広報広聴委員会）

松川小３年生30名と、広幡小・六郷小・塩井小３年
生22名が議場見学に来てくれました。

議場見学にようこそ！
令和７年10月15日（水）

◀
モ
ニ
タ
ー
に
映
っ
た

自
分
を
見
て
思
わ
ず

ニ
ッ
コ
リ
（
松
川
小
）

▶
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
頑

張
っ
て
メ
モ
し
て
い
ま
す

（
広
幡
小
・
六
郷
小
・
塩
井
小
）

本号の表紙
　市内在住の男性からご応募いただきました
水辺の楽校の写真を掲載しています。ご応募
くださった皆様、ありがとうございました。

あ
と
が
き

V
ol.185

この市議会だよりは再生紙を使用しています。

米
沢
市
議
会
だ
よ
り

米
沢
市
議
会
だ
よ
り

●
発

行
／

米
沢

市
議

会
 

●
編

集
／

米
沢

市
議

会
だ

よ
り

編
集

委
員

会
●

問
い

合
わ

せ
　

米
沢

市
金

池
5–2–25 TEL22–5111代

●
部

数
30,000 

印
刷

／
株

式
会

社
川

島
印

刷
見
や
す
く
読
み
ま
ち
が
え
に
く
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

令和８年３月定例会日程（予定）のお知らせ
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